













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































文節頭 文節中 文節末 計
お 539 13 0 552
於 170 38 0 208
可 1887 1170 1404 4461
か 323 64 1 388
閑 1 1 0 2
本 106 291 3 400
ほ 8 16 0 24
ム む 159 112 71 342
毛① 0 37 1636 1673
も 8 42 899 949
毛② 184 158 87 429
毛③ 54 20 94 168
を 65 316 3243 3624
遠 133 93 561 787
越 0 63 112 175







文節頭 文節中 文節末 計
お 97.6% 2.4% 0.0% 100.0%
於 81.7% 18.3% 0.0% 100.0%
可 42.3% 26.2% 31.5% 100.0%
か 83.2% 16.5% 0.3% 100.0%
閑 50.0% 50.0% 0.0% 100.0%
本 26.5% 72.8% 0.8% 100.0%
ほ 33.3% 66.7% 0.0% 100.0%
ム む 46.5% 32.7% 20.8% 100.0%
毛① 0.0% 2.2% 97.8% 100.0%
も 0.8% 4.4% 94.7% 100.0%
毛② 42.9% 36.8% 20.3% 100.0%
毛③ 32.1% 11.9% 56.0% 100.0%
を 1.8% 8.7% 89.5% 100.0%
遠 16.9% 11.8% 71.3% 100.0%
越 0.0% 36.0% 64.0% 100.0%































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































お 1 3 4
於 0 0 0
可 24 41 65
か 43 0 43
閑 0 0 0
本 3 0 3
ほ 5 0 5
毛① 58 35 93
も 88 17 105
毛② 16 3 19
毛③ 13 0 13
を 28 92 120
遠 45 3 48








お 25.0% 75.0% 100.0%
於
可 36.9% 63.1% 100.0%
か 100.0% 0.0% 100.0%
閑
本 100.0% 0.0% 100.0%
ほ 100.0% 0.0% 100.0%
毛① 62.4% 37.6% 100.0%
も 83.8% 16.2% 100.0%
毛② 84.2% 15.8% 100.0%
毛③ 100.0% 0.0% 100.0%
を 23.3% 76.7% 100.0%
遠 93.8% 6.3% 100.0%


















































































































































































































































































































        
「
オ
」
に
関
し
て
は
、「
於
」
に
お
い
て
未
だ
避
板
法
の
条
件
下
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
や
、「
お
」
の
用
例
も
一
例
し
か
看
取
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
考
察
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
。
同
様
に
「
閑
」
も
考
察
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
。 
避
板
法
に
お
い
て
〈
表
９
〉
で
は
、
補
助
字
体
の
用
例
数
が
基
本
字
体
の
用
例
数
を
上
回
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
ま
た
〈
表
10
〉
で
は
、
基
本
字
体
「
可
」
三
六
・
九
％
に
対
し
補
助
字
体
「
か
」
一
〇
〇
％
、
基
本
字
体
「
本
」
一
〇
〇
％
に
対
し
補
助
字
体
「
ほ
」
一
〇
〇
％
、
基
本
字
体
「
毛
①
」
六
二
・
四
％
に
対
し
補
助
字
体
「
も
」
八
三
・
八
％
「
毛
②
」
八
四
・
二
％
「
毛
③
」
一
〇
〇
％
、
基
本
字
体
「
を
」
二
三
・
三
％
に
対
し
補
助
字
体
「
遠
」
九
三
・
八
％
「
越
」
一
〇
〇
％
と
い
う
数
値
を
示
す
。「
ホ
」
に
お
い
て
は
、「
本
」「
ほ
」
ど
ち
ら
も
一
〇
〇
％
だ
が
、「
ほ
」
の
用
例
数
が
多
い
こ
と
か
ら
、
補
助
字
体
「
ほ
」
の
方
が
避
板
法
に
多
く
用
い
ら
れ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
避
板
法
に
は
補
助
字
体
が
多
用
さ
れ
る
と
い
え
よ
う
。
や
は
り
、
視
覚
的
変
化
を
与
え
る
た
め
に
は
、
補
助
字
体
の
使
用
が
効
果
的
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
こ
こ
で
「
越
」
に
つ
い
て
再
度
触
れ
る
が
、「
越
」
の
避
板
法
一
三
例
中
七
例
は
「
字
体
の
固
定
化
」
と
判
断
さ
れ
る
用
例
で
あ
り
、
避
板
法
の
用
例
と
は
い
い
難
い
。
し
か
し
、
残
り
六
例
は
格
助
詞
「
ヲ
」
の
用
例
で
あ
り
、
格
助
詞
「
ヲ
」
に
多
く
用
い
ら
れ
る
字
体
は
「
を
」
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
は
避
板
法
の
用
例
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、「
越
」
に
お
け
る
避
板
法
の
使
用
率
は
変
動
し
な
い
。 
こ
う
し
て
、『
盛
衰
記
』
に
お
い
て
は
避
板
法
と
い
う
用
法
が
あ
り
、
補
助
字
体
が
多
用
さ
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
で
は
、
避
板
法
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
仮
に
、
本
文
献
が
書
写
さ
れ
る
際
や
読
み
手
を
意
識
し
て
用
い
た
な
ら
ば
、
先
に
挙
げ
た
用
例
「
不
出
月
を
得
て
月
を
不
出
日
を
え
て
日
を
不
出
不
得
ハ
時
は
／
か
り
と
見
え
た
り
其
中
に
此
ハ
日
を
得
て
日
を
不
出
と
候
へ
ハ
遠
ハ
」
―
ル
ビ
と
返
点
は
省
略
に
従
っ
た
―
の
如
く
、
同
一
の
文
字
が
連
続
す
る
場
合
、
同
一
字
体
を
単
調
に
用
い
る
よ
り
も
誤
写
を
防
ぐ
効
果
は
高
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
書
写
に
お
い
て
底
本
と
白
紙
に
目
を
往
復
さ
せ
る
の
に
対
し
、
読
む
際
に
は
上
か
ら
下
へ
と
目
を
移
し
て
い
く
の
み
で
あ
る
か
ら
、
「
目
移
り
に
よ
る
飛
ば
し
」
を
防
ぐ
も
の
で
あ
る
か
は
慎
重
に
判
断
す
る
べ
き
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
、
美
的
な
観
点
に
よ
る
も
の
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
か
。
け
れ
ど
も
、『
盛
衰
記
』
の
書
写
者
、
玄
菴
三
級
が
同
一
字
体
の
使
用
を
避
け
る
こ
と
を
か
な
り
意
識
し
て
い
た
こ
と
の
裏
付
け
と
は 
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
と
こ
ろ
で
、
今
野
真
二
氏
は
、
同
様
の
用
法
が
嘉
禄
二
年
本
『
古
今
和
歌
集
』
に
お
い
て
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
９
）
。
そ
れ
は
、
次
の
例
の
如
く
で
あ
る
。 
 
○
神
か
き
「
乃
」
み
む
ろ
「
能
」
山
「
の
」
さ
か
き
は
ヽ
神
の
み
ま
へ
に
し
け
り
あ
ひ
／
に
け
り 
（『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
二
十
・
大
歌
所
御
歌
・
一
〇
七
四
） 
 
こ
こ
で
は
、「
ノ
」
が
「
乃
」「
能
」「
の
」
と
複
数
の
字
体
を
用
い
て
お
り
、
本
稿
で
述
べ
た
避
板
法
と
酷
似
す
る
事
象
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
今
野
氏
が
挙
げ
る
用
例
は
こ
の
一
例
の
み
で
、『
古
今
和
歌
集
』
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
用
法
が
多
く
見
ら
れ
る
か
否
か
は
定
か
で
な
い
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
こ
の
用
例
は
、『
盛
衰
記
』
が
書
写
さ
れ
た
慶
長
一
六
年
よ
り
ず
っ
と
以
前
か
ら
、
避
板
法
の
如
き
用
法
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
し
避
板
法
の
よ
う
な
用
法
が
広
く
行
わ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
、
い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
他
時
代
の
文
献
を
調
査
す
る
必
要
性
を
痛
感
す
る
。 
 
六
、
ま
と
め 
  
本
稿
で
は
、「
語
の
中
で
の
位
置
」「
文
節
の
中
で
の
位
置
」
に
関
わ
る
観
点
と
、
避
板
法
と
い
う
視
覚
的
変
化
を
意
図
す
る
用
法
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
語
や
文
節
と
い
う
観
点
で
は
、
基
本
字
体
と
補
助
字
体
の
傾
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
を
通
じ
て
、
書
写
者
或
い
は
当
該
社
会
の
人
々
の
言
語
感
覚
を
再
現
す
る
こ
と
の
可
能
性
を
示
し
得
た
か
と
思
う
。 
 
し
か
し
な
が
ら
、
仮
名
に
お
い
て
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
避
板
法
の
如
き
用
法
を
採
り
上
げ
て
み
た
も
の
の
、
そ
れ
が
文
章
を
書
記
す
る
上
で
ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
す
か
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
解
明
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
今
後
も
、
本
文
献
の
調
査
を
進
め
る
と
共
に
、
他
文
献
に
お
け
る
仮
名
の
用
法
を
見
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
原
理
に
迫
っ
て
い
き
た
い
。 
 
注 （
１
）
こ
の
指
摘
は
、
小
松
英
雄
著
『
日
本
語
書
記
史
原
論
』
補
訂
版
・
新
装
版
（
二
〇
〇
六
年
、
笠
間
書
院
）
に
詳
述
さ
れ
る
。 
（
２
）
加
藤
良
徳
「
藤
原
定
家
の
仮
名
用
法
」（『
國
語
と
國
文
學
』
第
七
六
巻
第
七
号
、
一
九
九
九
年
）、
今
野
真
二
「
定
家
以
前
―
藤
末
鎌
初
の
仮
名
文
献
の
表
記
に
つ
い
て
―
」（『
国
語
学
』
第
五
二
巻
一
号
、
二
〇
〇
一
年
）、
伊
坂
淳
一
「
仮
名
文
の
表
記
原
理
へ
の
軌
跡
」（『
千
葉
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
五
三
巻
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
が
、
小
松
氏
の
指
摘
を
承
け
て
い
る
。
ま
た
、
注
（
７
）
論
も
同
様
で
あ
る
。 
（
３
）
こ
の
指
摘
は
、
今
野
真
二
注
（
２
）
論
に
詳
述
さ
れ
る
。 
（
４
）
テ
ク
ス
ト
は
『
源
平
盛
衰
記
』（
一
九
七
三
～
一
九
七
四
年
、
汲
古
書
院
）
を
使
用
し
た
。
本
稿
に
掲
げ
た
影
印
本
文
は
、
総
て
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
依
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
渥
美
か
を
る
氏
に
よ
る
詳
細
な
解
題
が
あ
る
。
書
写
者
・
書
写
年
時
に
つ
い
て
は
、
こ
の
解
題
に
依
っ
た
。 
（
５
）
脇
園
学
「
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
『
源
平
盛
衰
記
』
に
お
け
る
仮
名
の
用
法
に
つ
い
て
の
研
究
」（
新
潟
大
学
教
育
人
間
科
学
部
、
平
成
二
二
年
度
卒
業
論
文
） 
（
６
）
小
松
氏
の
基
本
字
体
・
補
助
字
体
の
定
義
は
、
注
（
１
）
書
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 
基
本
字
体
…
特
別
の
制
約
が
加
わ
ら
な
い
場
合
に
使
用
さ
れ
る
字
体
。 
現
行
の
平
仮
名
と
類
似
し
、
あ
る
い
は
一
致
す
る
も
の
も 
多
い
。 
補
助
字
体
…
同
一
字
体
の
隣
接
を
避
け
た
り
、
語
頭
で
使
用
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
、
一
つ
の
語
が
行
末
／
行
頭
に
別
れ
る
場
合
に
ハ
イ
フ
ン
と
同
じ
機
能
で
行
頭
に
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
視
覚
的
変
化
を
与
え
る
目
的
で
使
用
さ
れ
る
字
体
。
基
本
字
体
と
の
差
異
を
き
わ
立
た
せ
る
た
め
に
、
別
字
源
で
、
行
書
体
、
な
い
し
、
そ
れ
に
近
い
書
体
の
も
の
が
多
い
。
条
件
に
よ
っ
て
は
二
次
的
補
助
字
体
も
使
用
さ
れ
る
。 
本
稿
に
お
い
て
は
、
補
助
字
体
が
先
の
定
義
の
条
件
下
で
使
用
さ
れ
る
字
体
な
ら
ば
、
そ
の
用
例
数
は
基
本
字
体
よ
り
も
少
な
く
な
る
の
が
自
然
で
あ
る
と
考
え
、
基
本
字
体
と
補
助
字
体
の
定
義
を
用
例
数
の
多
少
に
基
づ
く
も
の
と
し
た
。 
（
７
）
こ
の
見
解
は
、
注
（
１
）
書
、
注
（
２
）
論
に
詳
述
さ
れ
る
。 
（
８
）「
モ
」
は
字
形
と
「
語
の
中
で
の
位
置
」「
文
節
の
中
で
の
位
置
」
が
全
く
異
な
る
傾
向
を
示
す
。
こ
れ
は
、
字
形
の
両
極
に
あ
る
字
体
を
同
じ
条
件
下
に
お
い
て
使
用
す
る
こ
と
で
、
視
覚
的
変
化
を
与
え
よ
う
と
意
図
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
使
い
分
け
が
で
き
る
の
は
、「
モ
」
の
字
体
の
種
類
が
多
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
他
の
音
節
と
字
体
の
種
類
に
違
い
が
生
じ
る
の
は
、
小
松
氏
の
注
（
１
）
書
に
お
け
る
「
書
記
は
、
読
ま
れ
る
た
め
／
読
ま
せ
る
た
め
の
記
録
で
あ
る
か
ら
、
識
字
階
級
の
人
た
ち
な
ら
、
だ
れ
で
も
間
違
い
な
く
読
み
取
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」と
い
う
指
摘
を
踏
ま
え
れ
ば
、『
盛
衰
記
』
が
書
写
さ
れ
た
慶
長
一
六
年
に
お
い
て
、
識
字
階
級
が
一
般
的
に
用
い
て
い
た
字
体
の
種
類
が
反
映
し
た
だ
け
な
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
す
る
こ
と
も
で
き
る
。 
（
９
）
こ
の
指
摘
は
、
今
野
真
二
「
も
う
一
つ
の
変
字
法
―
分
節
機
能
か
ら
み
て
―
」
（『
國
學
院
雑
誌
』
第
九
七
巻 
第
八
号 
一
九
九
六
年
）
に
詳
述
さ
れ
る
。 
 
［
付
記
］ 
 
本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
新
潟
大
学
・
鈴
木
恵
先
生
よ
り
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
広
島
大
学
・
佐
々
木
勇
先
生
よ
り
貴
重
な
ご
助
言
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。 
 
 
 
 
 
（
新
潟
大
学
大
学
院
修
士
課
程
一
年
次
在
学
） 
